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自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
！

　

こ
の
一
年
を
振
り
返
る
と
「
災
害
」
と
い
う
文
字
の
絶
え
な
い
年
で
し
た
。

戦
後
最
大
の
被
害
が
出
た
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
。
多
く
の
犠
牲
者
の

中
に
、
２
５
３
人
の
消
防
団
員
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
、
災
害
発
生
直
後
、
避
難
誘
導
等
の
公
務
中
の
被
災
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
す
る
地
域
を
守
る
た
め
、
仕
事
を
も
ち
な
が
ら
防
犯
や
火
災
防
止
に
務

め
、
も
し
も
の
と
き
に
は
そ
れ
に
対
処
す
る
「
消
防
団
」
。
地
域
を
守
る
チ
カ

ラ
で
あ
る
、
町
の
消
防
団
を
紹
介
し
ま
す
。

三
芳
の
消
防
団

　

「
消
防
団
」
と
い
う
組
織
は
、

市
町
村
の
消
防
機
関
で
す
。
し
か

し
、
２
市
１
町
（
三
芳
町
・
富
士
見

市
・
ふ
じ
み
野
市
）
で
構
成
す
る
常

備
消
防
「
東
入
間
地
区
消
防
組
合
」

と
は
違
い
、
消
防
団
を
構
成
す
る
消

防
団
員
は
、
普
段
は
別
の
仕
事
を
し

て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
消
防

団
員
は
自
治
体
の
特
別
職
で
は
あ
る

も
の
の
、
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で

守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
に

基
づ
い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

町
に
は
、
地
区
ご
と
に
５
つ
の
分

団
が
存
在
し
て
い
ま
す
。（
下
図
）

一
分
団
お
お
よ
そ
15
人
程
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
自
分
の
地
区
は
も
ち
ろ

ん
、
町
内
の
他
の
地
区
や
近
隣
市
に

も
出
動
し
ま
す
。
火
災
現
場
に
、
よ

り
近
い
場
所
か
ら
出
動
で
き
る
と
い

う
利
点
を
生
か
し
、
消
防
署
員
よ
り

も
早
く
現
場
に
着
く
と
、
初
期
消
火

や
現
場
の
把
握
、
交
通
整
理
な
ど
を

率
先
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
へ
の
対
応

　

消
防
団
に
は
、
災
害
発
生
初
期
段

階
に
お
い
て
の
即
応
能
力
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
消
防
団
の
特
性
と
し

て
、

●
地
域
密
着
性

●
要
員
動
員
力

●
即
時
対
応
力

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

三
芳
町
で
予
想
さ
れ
て
い
る
大
き

な
地
震
に
は
「
東
京
湾
北
部
地
震
」

（
町
内
最
大
震
度
６
強
）
、
次
い
で

「
立
川
断
層
地
震
」
（
同
６
弱
）
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
地
震
が

起
こ
っ
た
場
合
、
最
も
大
き
な
被
害

原
因
と
な
り
得
る
の
は
「
家
屋
の
倒

壊
」
と
「
火
災
」
で
す
。

　

１
９
９
５
年
に
発
生
し
た
阪
神
淡

路
大
震
災
。
こ
の
震
災
で
は
、
７,

５
０
０
棟
以
上
の
住
宅
が
火
災
に
よ

る
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
面
で
は
、
ど
れ
だ

け
の
人
が
災
害
に
対
応
で
き
る
か
が

問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
東

日
本
大
震
災
で
は
、
地
域
情
報
の
要

と
し
て
、
救
助
に
訪
れ
た
自
衛
隊
や

消
防
の
案
内
役
を
務
め
た
例
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
ど
れ
だ
け
そ
の
地
域

を
知
っ
て
い
る
か
が
重
要
な
の
で
す
。

訓
練
と
活
動

　

地
域
防
災
の
中
核
と
し
て
、
様
々

な
場
面
で
研
修
や
訓
練
を
受
け
、
活

動
し
て
い
る
消
防
団
員
。
毎
年
７
月
、

富
士
見
市
に
あ
る
消
防
訓
練
場
で
開

催
さ
れ
る
「
消
防
操
法
大
会
」
も
、

そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
入
間
東
部
消
防
組

合
管
轄
の
２
市
１
町
の
消
防
団
23
分

団
が
一
堂
に
会
し
、
消
火
の
た
め
の

動
作
や
ス
ピ
ー
ド
を
争
う
も
の
。
実

際
の
火
災
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、

技
術
と
士
気
向
上
に
役
立
つ
訓
練

で
す
。
各
分
団
と
も
、
こ
の
操
法
大

会
に
向
け
週
２
〜
３
回
、
３
か
月
前

か
ら
練
習
を
行
い
、
技
術
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
高
め
ま
す
。
三
芳
町
の
分

団
は
、
水
出
し
操
法
開
始
以
来
、
６

年
に
渡
っ
て
１
位
か
ら
３
位
を
独
占
。

そ
の
成
果
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
本
部
（
署
）
と
の
訓

練
で
あ
る
「
防
御
訓
練
」
を
行
い
、

消
防
の
プ
ロ
と
の
連
携
に
つ
い
て
も

訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。

現
状
と
「
こ
れ
か
ら
」

　

日
々
訓
練
を
重
ね
、
町
を
守
っ
て

い
る
消
防
団
員
で
す
が
、
全
国
的
な

デ
ー
タ
を
見
る
と
、
そ
の
「
今
」
と

「
未
来
」
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
団
員
の
高
齢
化
で

す
。
全
国
の
団
員
の
平
均
年
齢
は

38
・
８
歳
（
平
成
22
年
）
。
三
芳

町
は
34
・
５
歳
（
平
成
23
年
４
月
現

在
）
と
、
全
国
平
均
よ
り
も
４
・
３

歳
若
い
で
す
が
、
昭
和
60
年
の
全
国

平
均
が
34
・
５
歳
だ
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
三
芳
町
で
も
今
後
高
齢
化

し
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

団
員
数
に
つ
い
て
も
減
少
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。
昭
和
30
年
代
、
全
国

に
２
０
０
万
人
い
た
消
防
団
員
は
、

現
在
80
万
人
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

三
芳
町
で
も
、
定
員
88
人
に
対
し
団

員
数
78
人
と
、
定
員
を
割
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

　

ま
た
、
か
つ
て
は
自
営
業
者
や

農
林
漁
業
者
が
多
く
を
占
め
て
い
た

消
防
団
員
も
、
現
在
で
は
被
雇
用
者

（
勤
め
人
）
が
全
体
の
約
７
割
。
た

だ
し
、
町
の
消
防
団
で
は
約
３
割
と

な
っ
て
お
り
、
町
で
は
ま
だ
ま
だ
自

営
業
や
農
業
従
事
者
が
消
防
団
を
支

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

三
芳
町
の
消
防
団
活
動
は
、
全

国
と
比
べ
る
と
全
体
的
に
余
裕
が
あ

る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
し
か
し
、

町
外
に
職
場
を
も
つ
世
帯
の
増
加
が

目
立
つ
第
５
分
団
地
区
（
竹
間
沢
・

み
よ
し
台
地
区
）
で
は
、
既
に
新
し

い
団
員
を
み
つ
け
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

主
な
消
防
団
の
活
動

１
月　

消
防
出
初
式

３
月　

春
季
火
災
予
防
運
動

７
月　

入
間
東
部
支
部
消
防　

　
　
　

操
法
大
会

８
月　

入
間
東
部
地
区
合
同　

　
　
　

防
災
訓
練

９
月　

消
防
署
消
防
団
合
同　

　
　
　

総
合
防
御
訓
練

11
月　

秋
季
火
災
予
防
運
動

　
　
　

消
防
特
別
点
検

12
月　

歳
末
特
別
警
戒

三芳町消防団ラッパ隊

　ラッパ隊は、吹奏活動を通じて消

防団員の士気と規律を高め、消防精

神の高揚とともに住民との融和を図

り、消防業務の推進に寄与するため

平成16年に結成されました。

　出初式、消防操法大会、特別点検

をはじめとする公式訓練の開会式等

で演奏を行っています。


訓
練
の
様
子
（
消
防
防
御
訓
練
）

地域を守るチカラ
　　　非常備消防組織　三芳町消防団

第１分団
（上富第一区）

第２分団
（上富第二、三区）

第３分団
（北永井）

第４分団
（藤久保）

第５分団
（竹間沢・みよし台）

町の消防団区割り図

23

こんな

活動も！


